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タンタルコンデンサは小型大容量の高性能コンデンサとして高性能電子機器には不可欠

な電子デバイスである。このコンデンサは希少金属である高価なタンタルを使用した固体

電解コンデンサであり、単位体積あたりの容量が大きく、安定性が高いなどの優れた特徴

を有するため、ノート型パソコンや携帯電話などといった電子機器の小型化に伴い近年そ

の需要は急増している。このため、現在のタンタルの世界生産量は年間 2000 トン程度であ

るが、その大部分がコンデンサ用として消費されている。タンタルコンデンサの製造過程

において相当量の規格外のスクラップが発生しているが、現在、スクラップ中のタンタル

を効率よく回収し再利用する有効なプロセスが存在しない。 

高価なタンタル資源の有効利用のためだけでなく廃棄物の量を減らすためにも、スクラ

ップからタンタルを効率よく回収する新しいプロセスの開発は非常に重要である。しかし

現状では、有効なリサイクル技術が開発されていないため、タンタルコンデンサのスクラ

ップは、海外に輸出されニオブ等を多量に含む鉱石として処理されている。コンデンサ中

のタンタルは、天然鉱石とは異なり、化学的な性質が類似しているニオブをまったく含ま

ないため、鉱石よりもその品位は圧倒的に高い。また、タンタルは電極および誘電体を構

成する焼結体中にのみ高い濃度で存在するため、これを物理的に取り出すことが可能であ

れば最も効率よくタンタルを回収できると考えられる。 

このような背景から、本研究では、コンデンサスクラップから直接タンタルを回収する

環境調和型のプロセス開発を行った。タンタルの焼結体は難燃性のエポキシ樹脂製のケー

スによって堅く保護されているため、回収するためには焼結体を外界に露出させる必要が

ある。そこで本研究では、酸化処理や有機溶媒を用いたエポキシ樹脂の除去プロセスの開

発、回収したタンタル化合物の高純度化、さらには高純度の金属タンタルを製造する環境

調和型のプロセス開発を行った。詳細は、次頁以降に列記した技術報文および関連資料を

参照されたい。コンデンサからのタンタルの回収は、環境負荷が大きいニオブの除去プロ

セスが不要となるため、効率の良い回収プロセスが開発できればその意義は大きい。 
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